
ツユクサ 万葉名：つきくさ
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草原や耕作地のまわりなどに生えるツユク

サ科の1年草。青い花がよく目立ち、この花

からとった色素は染料として用いられてい

る。また、扁桃炎・あせも・かぶれなどに薬効

がある。

（花期：６月～１０月）
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